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■
令
和
3
年
度
林
野
関
係
予
算

令
和
3
年
度
林
野
庁
関
連
の
予
算
案
が
12
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
経
常
分
と
し
て
前

年
度
比
0
・
9
％
ア
ッ
プ
の
3
、０
３
３
憶
円

と
な
っ
た
。
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
は
、

１
２
３
・
1
億
円
で
2
年
度
比
5
・
6
億
円
の

減
も
、
木
造
化
支
援
関
連
は
同
程
度
の
予
算
が

確
保
さ
れ
た
。
重
点
事
項
の
概
要
（
抄
）
は
、

以
下
の
通
り
。

1
．
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
等

・
3
年
度
当
初（
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
）

１
２
３
億
円　
（
官
民
一
体
と
な
っ
た
海
外

で
の
販
売
力
の
強
化
）
30
億
円
の
内
数

・
2
年
度
3
次
補
正
（
林
業
経
営
体
能
力
向
上

支
援
対
策
）
5
億
円　
（
合
板
・
製
材
・
集

成
材
国
際
競
争
力
強
化
・
輸
出
促
進
対
策
）

３
６
３
億
円
の
内
数

〇
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援

ア　

林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策

〇
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
育
成

し
、
木
材
生
産
を
通
じ
た
持
続
的
な
林
業
経

営
を
確
立
す
る
た
め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
の
大
規

模
化
の
た
め
の
共
同
販
売
体
制
の
構
築
、
主

伐
と
再
造
林
を
一
貫
し
て
行
う
施
業
、
路
網

の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
、
労
働
安
全
・
省
力
化
に
資
す
る
木
材

加
工
流
通
施
設
、
特
用
林
産
振
興
施
設
の
整

備
等
を
総
合
的
に
支
援

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
伴
う
木
材
需
要
の
停
滞
を
踏
ま
え
、
保
育

間
伐
、
造
林
・
下
刈
り
等
の
原
木
生
産
を
伴

わ
な
い
森
林
整
備
を
支
援

ウ　

木
材
の
需
要
拡
大
・
流
通
改
革

〇
都
市
に
お
け
る
木
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
た

木
質
耐
火
部
材
等
の
利
用
実
証
、
先
駆
的
な

建
築
物
・
ま
ち
づ
く
り
の
実
証
と
い
っ
た
Ｃ

Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
等
の
利
用
環
境
の
整

備
、
大
径
化
し
た
原
木
の
利
用
の
た
め
の
製

材
・
乾
燥
方
法
等
の
技
術
の
開
発
、
民
間
と

の
連
携
に
よ
る
中
高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等

へ
の
木
材
利
用
の
促
進
、
無
垢
材
も
活
用
し

た
オ
フ
ィ
ス
等
非
住
宅
建
築
物
の
内
装
の
木

質
化
の
促
進
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
等
に
よ
る
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
、

高
耐
久
処
理
木
材
等
の
高
付
加
価
値
な
木
材

製
品
の
輸
出
の
拡
大
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

持
続
的
活
用
の
た
め
の
地
域
の
体
制
づ
く

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
た
実

需
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
取
組
を
支
援

・
合
板
・
製
材
・
構
造
用
集
成
材
等
の
国
際
競

争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
流
通
木
材
の
合
法

性
確
認
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
調
査
等

を
実
施

2
．
合
板
・
製
材
・
集
成
材
国
際
競
争
力
強

化
・
輸
出
促
進
対
策
〈
一
部
公
共
〉
３
６
３

億
円

・
合
板
・
製
材
・
構
造
用
集
成
材
等
の
国
際
競

争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
路
網
の
整
備
・
機

能
強
化
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
伐

採
・
造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術

の
導
入
・
実
証
、
加
工
施
設
の
大
規
模
化
・

高
効
率
化
や
輸
出
向
け
等
の
高
付
加
価
値
品

目
へ
の
転
換
、
輸
出
先
国
の
規
格
・
基
準
に

対
応
し
た
製
品
の
技
術
開
発
や
合
法
性
を
確

認
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の

調
査
、
木
材
製
品
等
の
技
術
開
発
等
を
支
援

・「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
再
造

林
等
の
森
林
の
若
返
り
を
図
る
た
め
の
森
林

整
備
を
実
施
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
木
造

建
築
等
の
木
材
利
用
や
、
林
地
残
材
の
利
用

拡
大
に
向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進

施
設
の
整
備
を
支
援

■
令
和
2
年
度
第
3
回
木
材
需

給
会
議
開
催

林
野
庁
は
、令
和
2
年
12
月
22
日
（
火
曜
日
）

に
「
令
和
2
年
度 

第
3
回 

木
材
需
給
会
議
」

（
持
ち
回
り
審
議
）
を
開
催
し
、「
主
要
木
材
の

需
給
見
通
し
（
令
和
3
年
第
1
四
半
期
及
び
第

2
四
半
期
）」
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

概
要
以
下
の
と
お
り
。

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥，％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太
輸入
丸太

輸入
製材品

合板 構造用集成材

製材用 合板用 国内
製造 輸入 国内

製造 輸入

30年計 12,694 4,476 3,221 6,138 3,217 2,923 1,815 813

実績 （103）（116）（99） （95）（100）（101）（116） （94）

元年（31年）計 13,108 4,839 3,026 5,795 3,324 2,535 1,915 839

実績 （103）（108）（94） （94）（103） （87）（106）（103）

2 年 3,222 1,217 649 1,261 801 633 460 212

第 1 四半期実績 （96）（103）（79） （92）（101） （93）（103）（108）

2 年 2,861 1,027 555 1,461 696 616 465 256

第 2 四半期実績 （85） （82）（67） （93） （85）（100） （98）（122）

2 年 2,411 923 510 1,235 687 455 405 240

第 3 四半期実績 （79） （78）（78） （82） （82） （77） （83）（110）

2 年 2,800 1,100 491 1,164 780 530 430 235

第 4 四半期見込み （84） （91）（69） （86） （90） （82） （85）（110）

2 年計
11,294 4,267 2,205 5,121 2,964 2,234 1,760 943

（86） （88）（73） （88） （89） （89） （92）（112）

3 年 2,800 1,100 618 1,190 770 544 390 225

第 1 四半期見通し （87） （90）（95） （94） （96） （86） （85）（106）

3 年 3,000 1,100 597 1,250 750 538 430 225

第 2 四半期見通し （105）（107）（108） （86）（108） （87） （93） （88）

資料：「主要木材の需給見通し」

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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見
通
し
の
要
点

1
．
令
和
3
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）
の

需
給
は
、
製
材
用
国
産
材
丸
太
、
合
板
用
国

産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
輸
入
製
材
品
、
国

内
製
造
合
板
、
輸
入
合
板
、
国
内
製
造
構
造

用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
し
、
輸
入

構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
増
加
す
る

見
通
し
。

2
．
令
和
3
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）
の

需
給
は
、
製
材
用
国
産
材
丸
太
、
合
板
用
国

産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
国
内
製
造
合
板
は

前
年
同
期
比
で
増
加
し
、
輸
入
製
材
品
、
輸

入
合
板
、
国
内
製
造
構
造
用
集
成
材
、
輸
入

構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る

見
通
し
。

Ⅱ　

資
料
の
概
要
（
抄
）

1
．
一
般
経
済
の
動
向

２
０
２
０
年
7
～
9
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
、
前
期
比
＋
5
・
3
％
（
年
率
換
算
＋

22
・
9
％
）
と
4
四
半
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
。

前
期
に
急
減
し
た
後
の
反
動
増
で
見
か
け
上
高

い
伸
び
、
水
準
は
低
い
。
政
策
効
果
に
よ
っ
て

押
し
上
げ
ら
れ
た
部
分
大
、
設
備
投
資
は
減
少

続
く
な
ど
内
容
は
力
強
さ
に
欠
け
る
。GoTo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
個
人
消
費
押
し
上
げ
、

自
動
車
中
心
と
し
た
輸
出
好
調
、
公
共
事
業
な

ど
経
済
対
策
効
果
の
継
続
な
ど
、
10
～
12
月
期

も
プ
ラ
ス
成
長
が
続
く
可
能
性
高
い
。
感
染
拡

大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
を
は
か
る
中
、
個

人
消
費
の
持
ち
直
し
に
限
界
、
設
備
投
資
の
減

少
続
き
、
伸
び
率
は
大
幅
鈍
化
の
見
込
み
。
冬

場
は
、景
気
が
一
時
的
に
足
踏
み
状
態
に
陥
り
、

２
０
２
１
年
1
～
3
月
期
に
再
び
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
陥
る
可
能
性
。
２
０
２
０
年
度
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
△
5
・
5
％
と
戦
後
最

悪
の
マ
イ
ナ
ス
幅
。
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
圧
力
が

強
ま
り
失
業
者
や
離
職
者
が
増
、
海
外
経
済
減

速
に
よ
り
輸
出
が
減
少
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
景

気
が
下
振
れ
る
懸
念
。
２
０
２
１
年
度
は
、
感

染
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
制
約
徐
々
に
薄

ら
ぎ
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
、
５
Ｇ
本
格
的
普
及

進
み
、
世
界
経
済
回
復
な
ど
を
背
景
に
、
景
気

持
ち
直
し
は
維
持
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
遅
れ

る
中
、
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
経
済
活
動
再

開
の
ペ
ー
ス
は
緩
や
か
に
。
年
度
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
前
年
比
＋
2
・
6
％
と
プ
ラ
ス
成
長

に
復
帰
も
、
前
年
の
落
ち
込
み
を
十
分
に
取
り

戻
す
に
は
至
ら
ず
。
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
水

準
ま
で
回
復
す
る
の
は
２
０
２
３
年
度
に
ず
れ

込
む
。
２
０
２
２
年
度
も
景
気
回
復
続
き
、
年

度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋
1
・

6
％
と
潜
在
成
長
率
を
上
回
る
伸
び
維
持
。

2
．
住
宅
着
工
見
通
し

住
宅
着
工
戸
数
は
、
２
０
２
０
年
4
月
か
ら

10
月
の
住
宅
着
工
戸
数
累
計
で
前
年
同
期
比

10
・
9
％
減
。
持
家
、
貸
家
、
分
譲
一
戸
建
で

大
幅
減
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
僅
か
に
減
。
特

に
持
家
及
び
分
譲
一
戸
建
は
、
4
月
の
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
、
受
注
減
が
大
き
く
影
響
。
緊

急
事
態
宣
言
解
除
後
は
、
営
業
活
動
再
開
等
に

よ
り
注
文
住
宅
受
注
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
等
、

回
復
傾
向
に
あ
り
、
住
宅
着
工
も
受
注
か
ら
1

～
2
四
半
期
後
に
回
復
傾
向
に
転
じ
る
と
予

想
。
貸
家
は
、
受
注
回
復
弱
く
、
着
工
回
復
に

は
時
間
を
要
す
る
可
能
性
。
２
０
２
０
年
7
―

9
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
次
速
報
に
基
づ
く
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
予
測
は
、
２
０
２
０
年
度
住
宅
着

工
戸
数
は
平
均
80
・
4
万
戸
、
２
０
２
１
年
度

は
81
・
5
万
戸
と
、前
回
予
測
よ
り
上
方
修
正
。

足
下
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加
し
、
市
況

は
予
断
許
さ
ず
、
今
後
と
も
注
視
必
要
。

3
．
国
産
材
丸
太
（
製
材
用
）
の
需
要
動
向

引
き
続
き
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
生
産
調
整
継
続

見
込
む
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
緩
和

に
向
か
う
こ
と
や
需
要
側
の
南
洋
材
離
れ
の
傾

向
見
込
ま
れ
、
受
注
上
向
き
、
各
メ
ー
カ
ー
の

減
産
体
制
も
緩
和
さ
れ
る
見
込
み
で
前
期
比

増
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込
み
。
２
０
２
１
年

第
1
四
半
期
も
前
期
と
同
様
要
因
に
よ
り
、
前

年
同
期
比
減
、
第
2
四
半
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
か
ら
脱
し
平
年
並
の
需
要
と
な
る
こ
と
期

待
、
前
期
比
並
、
前
年
同
期
比
若
干
増
を
見
通

す
。

5
．
米
材
丸
太
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
4
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
る
住
宅
着
工
な

ど
需
要
面
の
減
退
続
き
、
需
給
と
も
縮
小
、
前

期
比
増
も
、
前
年
同
期
比
は
前
回
見
込
み
ど
お

り
大
幅
減
。
第
4
四
半
期
は
引
き
続
き
、
前
期

並
み
の
需
要
規
模
で
推
移
、
在
庫
急
減
し
、
需

給
環
境
か
な
り
逼
迫
も
、
産
地
価
格
高
騰
も
あ

り
、
米
マ
ツ
な
ど
製
材
採
算
は
厳
し
さ
増
す
と

予
想
、
前
年
同
期
比
減
少
見
込
み
、
２
０
２
１

年
第
1
四
半
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
需
要
拡
大
見
込
み
づ
ら
く
、
前
年
後

半
水
準
の
需
要
規
模
続
く
と
予
測
、
前
年
同
期

比
減
、
第
2
四
半
期
は
需
要
期
に
入
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
る
と

期
待
、
需
要
上
向
き
始
め
る
と
予
測
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
平
均
需
要
規
模
６
０
０
千
㎥
／
四
半

期
水
準
に
一
気
に
戻
る
勢
い
ま
だ
な
く
、
需
要

面
の
最
悪
期
は
既
に
脱
す
る
と
予
想
、前
期
比
、

前
年
同
期
比
と
も
増
の
見
通
し
。
新
型
コ
ロ
ナ

禍
終
息
し
て
も
、
住
宅
着
工
需
要
回
復
は
、
昨

年
の
消
費
増
税
後
望
み
に
く
く
、
米
材
離
れ
進

み
、
欧
州
材
、
国
産
材
、
グ
ル
ー
ラ
ム
へ
の
代

替
が
進
む
可
能
性
。

6
．
米
材
製
材
品
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
西
日
本
中

心
に
大
型
製
材
工
場
、
合
板
工
場
等
の
原
木
引

き
取
り
制
限
緩
み
、
中
国
へ
の
原
木
輸
出
も
再

開
の
一
方
、
九
州
で
は
7
月
の
豪
雨
の
影
響
、

原
木
荷
余
り
感
か
ら
価
格
低
下
等
か
ら
出
材

減
、
一
部
で
は
原
木
不
足
の
声
。
北
海
道
、
東

日
本
で
は
合
板
工
場
等
の
原
木
引
き
取
り
制
限

西
日
本
よ
り
長
引
き
、
価
格
引
き
上
げ
、
荷
動

き
活
発
化
に
至
ら
ず
、
前
年
同
期
比
減
。
第
2

四
半
期
の
原
木
供
給
は
豪
雨
災
害
等
の
影
響
を

受
け
た
地
域
除
き
回
復
も
、住
宅
需
要
は
分
譲
、

注
文
と
も
計
画
さ
れ
た
物
件
を
こ
な
し
て
い
る

状
況
、
新
規
受
注
へ
の
期
待
感
薄
い
、
年
末
に

か
け
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
長
引
き
そ

う
で
、
決
算
期
を
控
え
消
費
マ
イ
ン
ド
冷
え
込

み
の
不
安
か
ら
短
期
間
の
当
用
買
い
続
く
中
、

不
確
実
な
状
態
継
続
と
予
想
、
前
年
同
期
比
減

と
見
込
む
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
季
節

変
動
か
ら
前
期
並
み
＋
α
期
待
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
の
影
響
続
く
と
予
想
、前
年
同
期
比
減
、

第
2
四
半
期
は
現
状
で
見
通
す
こ
と
困
難
も
、

２
０
１
９
年
比
の
9
割
程
度
と
予
測
。
住
宅
は

建
売
住
宅
は
仕
事
量
確
保
か
ら
、
注
文
住
宅
は

計
画
に
沿
っ
た
形
で
の
施
工
続
く
も
、
新
規
受

注
に
つ
い
て
楽
観
的
見
方
少
な
く
、
地
域
を
超

え
事
業
者
ご
と
の
差
の
拡
大
感
じ
ら
れ
、
事
業

者
の
意
識
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
営
業
活
動
等
自
粛
や
、
従
業
員
等
の
感
染

の
不
安
か
ら
の
危
機
感
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

等
に
よ
る
新
た
な
意
思
疎
通
等
が
課
題
と
の
声

に
変
化
が
感
る
。

4
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
景
況
の
悪
化
に
よ
り
、
各
メ
ー
カ
ー

が
1
～
3
割
減
産
し
需
給
調
整
、
丸
太
受
入
れ

制
限
さ
れ
、
前
年
同
期
比
減
。
第
4
四
半
期
は
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２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
テ
レ
ワ
ー

ク
定
着
に
よ
り
、
郊
外
戸
建
て
求
め
る
風
潮
、

年
末
竣
工
に
向
け
出
荷
好
調
と
見
込
む
も
、
実

際
の
入
荷
数
量
少
な
く
、
出
荷
量
も
減
少
。
第

4
四
半
期
は
東
木
材
埠
頭
の
入
荷
見
込
み
40
千

㎥
に
対
し
出
荷
見
込
み
47
千
㎥
と
１
１
８
％
の

出
荷
超
、先
々
の
日
本
向
け
減
産
情
報
に
よ
り
、

在
庫
手
当
で
出
荷
進
む
と
予
想
、
全
国
的
に
入

荷
見
込
み
３
３
０
千
㎥
に
対
し
、
１
１
０
％
の

３
５
０
～
３
６
０
千
㎥
の
出
荷
、
前
期
比
増
加

見
込
み
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
プ
レ

カ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
等
受
注
残
を
抱
え
、
フ
ル
操

業
の
工
場
も
あ
る
模
様
、
米
材
製
品
は
第
4
四

半
期
成
約
量
少
な
く
、
入
荷
見
込
み
に
対
し
１

１
０
％
の
３
３
０
～
３
４
０
千
㎥
の
出
荷
、
前

期
比
増
、
第
2
半
期
は
前
期
の
現
地
の
日
本
向

け
米
マ
ツ
製
材
品
供
給
減
少
を
補
う
形
で
、
米

ツ
ガ
供
給
量
増
加
、
代
替
え
需
要
を
国
産
材
や

欧
州
材
と
競
い
合
う
、在
庫
水
準
低
い
ま
ま
で
、

入
荷
見
込
量
そ
の
ま
ま
出
荷
し
て
い
く
と
予

想
、
前
期
比
並
の
見
通
し
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
は
住
宅
産
業
の
操
業
に
極
端
に
現
れ
て
い
な

い
。
現
地
や
日
本
で
感
染
者
拡
大
に
よ
り
工
場

閉
鎖
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
模
様
。
5
月
の
大

型
連
休
期
間
、
住
宅
展
示
場
が
閉
鎖
さ
れ
大
手

注
文
住
宅
の
受
注
落
ち
込
む
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク

対
応
用
に
郊
外
に
価
格
の
熟
れ
た
建
売
を
求
め

る
傾
向
、
商
談
も
リ
モ
ー
ト
を
利
用
し
受
注
高

め
た
。
北
米
市
場
の
価
格
上
昇
に
対
し
、
国
内

市
場
の
価
格
停
滞
、
現
地
生
産
者
が
利
益
を
重

視
し
、日
本
向
け
数
量
を
北
米
向
け
に
シ
フ
ト
、

第
4
四
半
期
か
ら
第
1
四
半
期
の
対
日
向
け
製

材
品
契
約
量
は
か
な
り
少
な
く
。
末
端
の
流
通

業
者
も
注
視
し
始
め
、
在
庫
確
保
の
動
き
が
活

発
化
し
出
荷
は
対
入
荷
量
に
対
し
順
調
。

7
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給
動
向

（
1
）
米
材
製
材
品
の
供
給

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
中
の
入
港
を
避
け
、
第
2
四
半
期

へ
前
倒
し
発
注
し
た
反
動
、
北
米
市
況
好
況
を

受
け
減
少
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
、
北

米
に
お
け
る
住
宅
着
工
は
一
時
的
に
落
ち
込
む

も
、
早
期
に
回
復
、
在
宅
勤
務
増
加
し
Ｄ
Ｉ
Ｙ

向
け
に
木
材
需
要
増
加
、
コ
ロ
ナ
が
広
が
り
始

め
た
3
月
以
降
、
北
米
内
価
格
の
下
落
進
み
、

一
時
的
に
工
場
の
減
産
が
進
む
。
結
果
、
需
要

が
回
復
、
増
加
し
て
き
た
頃
は
流
通
在
庫
不
足

し
、
北
米
内
需
要
は
供
給
を
上
回
り
、
価
格
高

騰
、
日
本
向
け
生
産
・
供
給
量
は
、
前
期
比
、

前
年
同
期
比
と
も
減
。
第
3
四
半
期
以
降
、
北

米
内
価
格
が
日
本
向
け
価
格
を
上
回
り
、
第

3
、
4
四
半
期
契
約
の
日
本
向
け
オ
フ
ァ
ー
数

量
減
少
、
第
4
四
半
期
入
荷
量
は
全
体
で
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応
で
減
少
し
た
前
期
比
増
も
、

前
年
同
期
比
減
少
見
込
み
。
２
０
２
１
年
第
1

四
半
期
は
国
内
在
庫
少
な
く
、
前
期
比
で
需
要

は
増
、
継
続
す
る
北
米
市
場
の
活
況
に
よ
り
日

本
向
け
オ
フ
ァ
ー
数
量
限
ら
れ
、
前
年
同
期
比

減
、
第
2
四
半
期
は
米
国
所
在
米
マ
ツ
製
材
工

場
の
1
社
が
第
1
四
半
期
の
契
約
よ
り
日
本
向

け
供
給
を
停
止
す
る
と
発
表
、
カ
ナ
ダ
の
Ｓ
Ｐ

Ｆ
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
ラ
ン
バ
ー
は
、
日
本
国
内

の
貸
家
比
率
の
高
い
2
×
4
住
宅
着
工
数
の
減

に
加
え
、
同
ア
イ
テ
ム
の
価
格
高
騰
、
供
給
減

背
景
に
、
欧
州
Ｗ
Ｗ
へ
の
代
替
も
進
み
、
住
宅

着
工
数
減
少
以
上
に
入
港
量
減
少
と
予
想
、
前

年
同
期
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係
る
前
倒
し
入
港

増
も
あ
り
、入
港
量
は
前
年
同
期
比
減
見
通
し
。

（
2
）
欧
州
材
製
材
品
の
供
給

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
1
～
2
月

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
産
減
少
、
経
済
停
滞
に
よ
る
物
量

の
減
少
に
起
因
す
る
コ
ン
テ
ナ
不
足
の
影
響
に

よ
り
、
出
荷
が
遅
れ
て
い
た
も
の
が
7
月
に
入

港
し
、
入
荷
量
増
、
港
内
在
庫
過
多
な
ど
に
よ

り
第
2
四
半
期
契
約
は
低
調
で
、
8
月
以
降
の

入
港
減
少
し
、
前
年
同
期
比
微
増
。
第
4
四
半

期
は
前
期
（
7
―

9
月
積
）
の
日
本
向
け
新
規

契
約
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
市
場
が

低
迷
し
抑
え
ら
れ
、
日
本
向
け
製
材
品
単
価
は

下
落
し
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
日
本
向
け
供
給
意
欲

減
退
、
各
社
が
好
調
な
米
国
向
け
へ
シ
フ
ト
、

現
地
夏
休
み
に
よ
る
生
産
・
出
荷
量
減
少
も
あ

り
、
入
港
量
は
減
少
見
通
し
、
国
内
完
成
品
在

庫
過
多
で
入
港
が
減
っ
た
前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同

数
量
、
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
前
期
契
約

（
10
―

12
月
積
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
落
ち

着
き
だ
し
、
国
内
在
庫
減
少
か
ら
需
要
が
徐
々

に
出
始
め
、日
本
の
購
入
量
回
復
し
始
め
る
も
、

世
界
的
な
木
材
需
要
の
高
ま
り
に
よ
り
日
本
向

け
オ
フ
ァ
ー
数
量
伸
び
少
な
く
、
中
国
の
コ
ン

テ
ナ
需
要
増
大
に
起
因
し
た
欧
州
か
ら
の
出
荷

用
コ
ン
テ
ナ
不
足
の
影
響
で
1
月
以
降
の
現
地

出
港
は
少
な
い
と
予
想
、
引
き
続
き
低
位
に
推

移
、
前
期
比
並
、
前
年
同
期
比
減
少
、
第
2
四

半
期
は
日
本
国
内
在
庫
減
少
に
伴
い
、
需
給
の

バ
ラ
ン
ス
か
ら
需
要
が
勝
っ
て
い
る
状
況
、
現

地
、
特
に
北
欧
で
秋
か
ら
の
天
候
不
良
に
よ
る

原
木
確
保
難
、
日
本
以
外
の
強
い
木
材
需
要
に

よ
り
前
期
契
約
（
1
―

3
月
積
）
の
日
本
向
け

供
給
量
は
北
欧
を
中
心
に
60
―

70
％
と
な
る
見

込
み
、
中
欧
か
ら
の
供
給
量
は
や
や
戻
り
つ
つ

あ
る
が
、
米
国
市
場
活
況
の
影
響
で
日
本
向
け

供
給
状
況
は
未
だ
不
安
定
と
予
想
、
前
期
比
微

増
、
前
年
同
期
比
減
少
の
見
通
し
。

（
3
）
北
洋
材
製
材
品
の
供
給

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
東
木
材
埠

頭
に
お
け
る
6
月
末
時
点
の
在
庫
月
数
が
4
カ

月
を
超
え
る
在
庫
過
多
（
前
年
同
月
比
２
５

８
％
）、
各
社
契
約
量
を
減
少
さ
せ
、
前
期
比
、

前
年
同
期
比
と
も
大
幅
減
。
第
4
四
半
期
は
各

社
港
在
庫
量
過
多
に
よ
り
契
約
量
を
減
少
さ
せ

て
い
た
影
響
が
年
内
入
港
ま
で
続
く
見
込
み
、

前
期
比
微
増
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込
み
。
２

０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
２
０
２
０
年
第
3
四

半
期
か
ら
の
在
庫
量
減
に
よ
り
、
各
社
徐
々
に

新
規
契
約
再
開
も
、
天
候
理
由
で
冬
丸
太
集
荷

遅
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
稼
働
が
低

下
し
て
い
る
製
材
工
場
も
あ
り
、
オ
フ
ァ
ー
数

量
限
ら
れ
、
新
規
契
約
再
開
さ
せ
、
前
期
比
、

入
港
量
回
復
も
、
前
年
同
期
比
は
低
水
準
、
第

2
四
半
期
は
前
期
と
比
べ
冬
丸
太
の
集
荷
進

み
、
各
製
材
工
場
の
生
産
量
増
加
と
予
想
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
続
き
、
急
激
に
増
加
す
る
可

能
性
低
く
、
前
期
比
増
、
前
年
同
期
比
減
の
見

通
し
。

（
4
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
の
供
給

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
深
刻
化
す
る
前
の
２
０
２
０
年
2
月

か
ら
3
月
に
か
け
て
受
注
し
た
4
～
6
月
積
み

契
約
の
受
注
が
国
内
メ
ー
カ
ー
製
品
比
で
価
格

競
争
力
を
有
し
好
調
で
、
前
年
同
期
比
増
。
第

4
四
半
期
は
夏
季
休
暇
に
よ
る
生
産
・
出
荷
減

少
と
受
注
過
多
に
よ
る
船
積
み
遅
れ
解
消
の
た

め
、
7
月
積
み
受
注
停
止
、
8
月
、
9
月
積
み

の
2
か
月
分
の
み
の
受
注
と
な
り
契
約
数
量
減

少
、
6
月
積
み
ま
で
の
契
約
残
の
入
港
多
く
、

ト
ー
タ
ル
で
前
期
比
並
、
前
年
同
期
比
増
の
見

込
み
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
契
約
が
10

～
12
月
積
み
の
3
か
月
オ
フ
ァ
ー
に
戻
り
、
船

積
み
遅
れ
は
解
消
、
こ
れ
に
起
因
す
る
入
港
増

加
は
な
い
と
予
想
、
現
地
工
場
の
生
産
量
は
昨

年
比
若
干
増
も
、
国
内
メ
ー
カ
ー
比
で
価
格
的
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当
が
増
加
し
た
と
思
わ
れ
、
発
注
に
対
し
出
荷

待
ち
が
発
生
、
生
産
と
需
要
が
見
合
う
形
、
需

要
量
は
新
設
住
宅
着
工
数
の
前
年
同
期
比
に
近

づ
き
、
約
1
割
減
の
見
込
み
。
２
０
２
１
年
第

1
四
半
期
は
雇
用
調
整
助
成
金
特
例
措
置
が
２

０
２
１
年
2
月
ま
で
延
長
、
供
給
側
の
生
産
計

画
に
無
理
は
見
込
ま
れ
な
い
と
予
想
、
前
期
に

底
値
が
出
た
こ
と
か
ら
、
仮
需
を
含
む
流
通
中

心
の
手
当
需
要
生
じ
た
と
思
わ
れ
、
今
期
は
流

通
の
在
庫
調
整
及
び
本
格
的
な
現
場
稼
働
ま
で

の
端
境
期
で
、
需
要
量
減
、
第
2
四
半
期
は
需

要
回
復
し
、
新
設
住
宅
着
工
数
が
81
万
戸
水
準

と
予
想
、
需
要
量
は
年
平
均
水
準
と
予
測
も
、

前
年
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
行
動
制
限
が
か
か
っ

た
影
響
に
よ
る
需
要
減
も
あ
り
、
前
年
同
期
比

増
加
見
通
し
。

（
2
）
輸
入
合
板
の
需
要

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
7
月
の
入

荷
量
大
幅
減
に
需
要
家
の
反
応
無
く
、
需
要
大

幅
減
、
近
年
に
無
い
低
い
需
要
量
、
前
年
同
期

比
大
幅
減
。
第
4
四
半
期
は
前
期
の
供
給
減
に

よ
る
港
頭
在
庫
の
減
少
で
品
不
足
ア
イ
テ
ム
増

加
、
流
通
側
在
庫
等
の
手
当
中
心
に
回
復
、
輸

入
量
に
対
し
需
要
勝
ち
の
見
込
み
、前
期
比
増
、

前
年
同
期
比
減
少
見
込
み
。
２
０
２
１
年
第
1

四
半
期
は
現
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

移
動
制
限
の
た
め
生
産
労
働
者
が
不
足
、
中
国

の
経
済
再
開
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
不
足
及
び
コ
ン

テ
ナ
価
格
上
昇
等
に
よ
り
、
オ
ー
ダ
ー
を
決
め

て
も
順
調
な
入
荷
に
な
ら
な
い
事
態
予
測
、
不

安
定
感
か
ら
代
替
品
へ
向
か
う
意
識
強
く
な

り
、
前
期
の
流
通
か
ら
の
手
当
落
ち
着
き
、
需

要
量
減
少
見
通
し
、
前
期
比
、
前
年
同
期
比
と

も
減
少
、
第
2
四
半
期
は
需
要
回
復
し
、
新
設

住
宅
着
工
数
は
81
万
戸
水
準
と
予
想
、
前
期
比

増
も
、
前
年
同
期
比
減
見
込
み
。
南
洋
材
輸
入

合
板
の
主
要
用
途
の
需
要
は
減
少
傾
向
、
フ
ロ

ア
台
板
用
は
1
―

10
月
累
計
で
国
内
産
合
板
が

５
５
０
万
坪
、
輸
入
合
板
が
４
５
０
万
坪
と
国

内
産
優
位
、
型
枠
用
は
持
続
可
能
性
か
ら
供
給

量
と
コ
ス
ト
上
昇
に
課
題
、
面
材
用
は
薄
物
、

中
厚
の
現
地
シ
ッ
パ
ー
の
生
産
停
止
な
ど
供
給

減
、
国
内
南
洋
材
合
板
メ
ー
カ
ー
廃
業
に
伴
う

代
替
需
要
は
限
定
的
。

10
．
国
内
製
造
合
板
の
供
給

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
景
況
悪
化
に
よ
り
、
各
メ
ー
カ
ー
1

～
3
割
減
産
、
需
給
調
整
行
い
、
前
年
同
期
比

減
。
第
4
四
半
期
は
引
き
続
き
各
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
生
産
調
整
の
継
続
見
込
む
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
影
響
が
緩
和
に
向
か
う
こ
と
や
需
要

側
の
南
洋
材
離
れ
の
傾
向
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

受
注
が
上
向
い
て
き
て
お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
の

減
産
体
制
も
緩
和
さ
れ
、
前
期
比
増
、
前
年
同

期
比
減
の
見
込
み
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期

は
前
期
同
様
の
要
因
に
加
え
、
年
末
年
始
の
各

メ
ー
カ
ー
の
休
業
に
よ
る
影
響
も
見
込
み
、
前

期
比
、
前
年
同
期
比
と
も
微
減
、
第
2
四
半
期

は
前
々
期
と
同
様
要
因
に
加
え
、Ｇ
Ｗ
の
各
メ
ー

カ
ー
の
休
業
に
よ
る
影
響
見
込
ま
れ
る
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
脱
し
て
平
年
並
の
供
給

を
期
待
し
、
前
年
同
期
比
増
加
の
見
通
し
。

■
林
野
庁
人
事
異
動

・
令
和
2
年
12
月
1
日
付（
庁
木
材
利
用
課
付
）

←
榎
裕
之（
木
材
利
用
課
総
括
）←
五
味
亮（
木

材
利
用
課
付
け
）・（
木
材
利
用
課
需
給
情
報
班

担
当
補
佐
）
←
菅
野
泰
治
（
経
営
課
付
）

・
令
和
3
年
1
月
1
日
付（
庁
森
林
整
備
部
付
）

←
森
谷
克
彦
（
庁
研
究
指
導
課
長
）
←
木
下
仁

（
山
村
振
興
・
緑
化
推
進
室
長
）
←
安
髙
志
穂

（
森
林
集
積
推
進
室
長
）

明
治
時
代
に
建
築
さ
れ
た
東
京
駅

丸
の
内
駅
舎
の
基
礎
工
事
に
使
用
さ

れ
て
い
た
マ
ツ
丸
太
が
最
近
発
掘
さ

れ
、
腐
朽
も
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。
そ

の
マ
ツ
材
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
技
術
者
の
研
究
成
果
が
学
会
誌
に
発
表
さ
れ

て
い
た
。
樹
種
は
ア
カ
マ
ツ
、
末
口
7
寸
（
21

㎝
）、
長
さ
3
～
4
間
（
5
・
4
～
7
・
2
ｍ
）

の
も
の
が
1
万
1
千
本
使
用
さ
れ
て
い
た
。
1

本
あ
た
り
約
0
・
21
㎥
で
、
合
計
2
、４
０
０

㎥
。
国
有
林
等
の
資
料
か
ら
、
当
時
の
青
森
大

林
区
署
野
辺
地
小
林
区
で
伐
採
さ
れ
た
甲
地
松

（
カ
ッ
チ
マ
ツ
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
ご
努
力
に
敬
意
。
木
杭
の
使
用
は
明

治
期
の
近
代
建
築
に
多
く
使
用
例
が
あ
る
と
の

こ
と
。
特
に
、
東
京
駅
周
辺
は
、
以
前
は
浅
瀬

の
埋
め
立
て
地
で
、
地
下
水
位
も
高
く
、
地
盤

も
弱
か
っ
た
た
め
の
工
法
で
あ
る
と
い
う
。
建

築
の
基
礎
等
に
木
杭
等
を
利
用
す
る
事
は
、
明

治
期
に
始
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
江
戸
城
の
石

垣
は
、
日
比
谷
入
江
の
埋
立
地
な
ど
地
盤
の
悪

い
箇
所
に
多
く
造
ら
れ
て
お
り
、
泥
の
中
に
打

ち
込
ん
だ
長
い
マ
ツ
杭
と
、
筏
状
に
組
ん
だ
マ

ツ
の
木
と
を
結
節
し
、
そ
の
上
に
石
垣
を
乗
せ

る
工
法
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も

工
事
の
途
中
、
石
垣
が
沈
下
し
た
り
、
途
中
で

崩
れ
た
り
し
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い

う
。
こ
の
時
築
城
に
当
た
っ
て
い
た
加
藤
清
正

が
茅
を
刈
り
取
っ
て
こ
さ
せ
、
泥
沼
の
中
に
敷

き
、
子
供
達
に
踏
み
固
め
さ
せ
た
後
、
石
垣
を

築
い
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
耐

水
性
に
富
む
、
ア
カ
マ
ツ
丸
太
の
使
用
、
今
で

も
基
本
原
理
は
変
わ
ら
な
い
フ
ロ
ー
ト
工
法
等

大
先
輩
の
技
術
・
知
識
、
恐
る
べ
し
。

雑 記 帳

魅
力
に
乏
し
か
っ
た
梁
の
受
注
減
が
影
響
し
、

前
期
比
微
減
、
前
年
同
期
比
若
干
増
、
第
2
四

半
期
は
当
期
に
影
響
す
る
1
～
3
月
積
み
の
成

約
状
況
は
10
～
12
月
積
み
に
近
い
状
況
、
２
０

２
０
年
7
月
積
み
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
鑑
み
各
社
仕
入
れ
を
抑
え
た
が
、
国
内
住
宅

着
工
が
想
定
ほ
ど
落
ち
込
ま
ず
、
国
内
在
庫
が

減
少
し
需
要
が
供
給
を
上
回
る
状
況
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
側
の
オ
フ
ァ
ー
量
は
工
場
生
産
能
力

上
、
増
え
な
い
と
予
想
、
今
年
の
秋
以
降
、
日

本
向
け
生
産
ラ
イ
ン
を
一
部
好
調
な
他
国
向
け

生
産
に
使
用
す
る
動
き
あ
り
、
日
本
向
け
生
産

量
減
少
と
予
想
、
入
荷
量
は
前
期
比
並
、
前
年

同
期
比
減
少
の
見
通
し
。

8
．
南
洋
材
製
材
品
の
需
要

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
建
築
物
件
延
期
・
中
止
な
ど

需
要
回
復
の
兆
し
見
え
ず
、
前
期
比
、
前
年
同

期
比
と
も
減
。第
4
四
半
期
は
秋
の
需
要
期
も
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
民
間

物
件
、
商
業
施
設
向
け
が
低
迷
、
前
年
同
期
比

減
の
見
込
み
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
大

き
な
状
況
変
化
難
し
く
入
荷
、出
荷
と
も
低
位
、

前
期
比
並
も
、中
国
の
需
要
回
復
傾
向
に
あ
り
、

前
年
同
期
比
増
の
見
通
し
。
第
2
四
半
期
は
新

年
度
に
入
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
前
に
控
え
、

遅
れ
て
い
た
商
業
施
設
向
け
の
需
要
進
み
、
回

復
傾
向
と
見
通
し
、
前
期
比
増
も
、
前
年
同
期

ま
で
は
至
ら
な
い
見
通
し
。

9
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要
動
向

（
1
）
国
内
製
造
合
板
の
需
要

２
０
２
０
年
第
3
四
半
期
実
績
は
8
月
末
か

ら
荷
動
き
回
復
し
、
価
格
下
止
ま
る
も
、
反
転

ま
で
に
は
至
ら
ず
、
前
年
同
期
比
減
も
、
前
期

よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅
減
少
。
第
4
四
半
期
は
12
月

は
価
格
の
値
戻
し
浸
透
、
流
通
側
在
庫
等
の
手


